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１１ ははじじ めめにに

（（ １１ ）） 要要約約筆筆記記っっ てて ？？

要約筆記と は、 聴覚障がいのある 人に 、 話の内容を そ の場で 文字にし て 伝

え る 筆記通訳のこ と で す。

「 話すス ピ ード 」 は「 書く ス ピ ード 」 よ り 数倍速く 、 全部を 文字化で き な

いた め、 話の内容を 要約し て 筆記する こ と から 、『 要約筆記』 と 言いま す。

要約筆記は、 聴覚障がい者に と っ て の通訳行為で あり 、 専門的な 技能が求

めら れ、 一朝一夕に習得する こ と は困難で す。 選手団サポータ ーの活動に お

いて は、 聴覚障がい者と の主な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 方法と な る 『 筆談』 を 用

いて 、 円滑な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図り ま す。 こ こ で は、 相手に 分かり やす

く 伝え る 方法を 学びま し ょ う 。

２２ 要要約約筆筆記記のの三三原原則則

目指し た い文字情報支援の柱は次の三つで す。

① 速く

② 正し く

③ 読みやすく

（（ １１ ）） 速速くく

速く 伝え る こ と によ っ て 、 同時性を 持っ た そ の場への参加が可能にな り ま

す。

「 速く 書く 」 と いう よ り も 、 要約し て 話に追いつく こ と で 、 よ り 速く 情報

を 伝え る こ と がで き ま す。

（（ ２２ ）） 正正しし くく

正し く 聞き 、 正し く 伝わる 文章にま と め、 誤字脱字のな い文字で 伝え る こ

と が、 と て も 大切で す。

（（ ３３ ）） 読読みみややすすくく

瞬時にそ の内容を 理解で き な いよ う な 文字で は、 相手の負担に な り ま す。

楷書で 読みやすい大き さ の文字を 書き ま し ょ う 。 ある 程度、 行間がある こ と

も 見やすさ （ 読みやすさ ） の秘訣の一つで す。

第第１１ １１ 章章 聴聴覚覚障障ががいいへへののああるる 人人へへののササポポーートト ２２（（ 要要約約筆筆記記））
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３３ 要要約約筆筆記記のの必必要要性性

聴覚障がいのある 人は手話で 会話がで き る と 思われがち で すが、 手話は言

語な ので 、 マ ス タ ーする には英語な ど こ れま で 日常的に 使用し て こ な かっ た

言語を マ ス タ ーする のと 同じ く ら い時間がかかる も ので す。 そ のた め、 言語

習得後に 聴覚を 失っ た 中途失聴者な ど は、 手話を 用いな い場合が多く あり ま

す。

そ のよ う な 方にと っ て は、 視覚で 見て 分かる 文字情報が大き な 頼り で す。

補聴器を 使用し て いる 人で も 、 音だ けで 完全に情報を 入手で き る わけで はな

いので 、 文字情報の提供は内容を 把握する のに大き く 役立ち ま す。

【 表】 聴覚障がい者のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 手段の利用状況（ 複数回答）

総 数

人

（ ％）

補聴器や

人工内耳等

の補聴機器

筆 談

要約筆記
読 話

手 話

手話通訳
そ の他

339
( 100. 0)

234
( 69. 2)

102
( 30. 2)

32
( 9. 5)

64
( 18. 9)

23
( 6. 8)

厚生労働省 平成１ ８ 年 身体障害児・ 者実態調査結果よ り

４４ 書書きき 方方のの工工夫夫

（（ １１ ）） 正正しし くく 伝伝ええ るる たた めめにに

話を 聞き 分けて 、 上手に省いて 要点を ま と める と 、 ２ ～３ 割の文字数で も

内容を 伝え る こ と がで き ま す。 自分が書ける 字数を 知っ て 、 話の内容を 正し

く 伝え ら れる 要約がで き る よ う にな り ま し ょ う 。

＜例＞

「 も う 何年く ら いお住ま いで すか。」 「 何年お住ま い？」

「 そ う で すね、 引っ 越し て き た のは

娘が生ま れた 年で し た から 、 かれ 「 ２ ０ 年近く 。」

こ れ２ ０ 年く ら いに な り ま すか。」

81



- 82 -

（（ ２２ ）） 読読みみややすすいい書書きき 方方

①① 書書きき 方方のの基基本本

ア 横書き ・ ・ ・ ・ ・ 下線を そ ろ え る 。（ 右上がり 、 右下がり に 注意）

イ 楷書体・ ・ ・ ・ ・ 崩さ な いで 書く 。（ く せ字、 続け字を 使わな い）

ウ 字の大き さ ・ ・ ・ 相手の希望に 沿っ た 大き さ に する 。

エ 行間・ ・ ・ ・ ・ ・ 読みやすい間隔を あける 。

オ 段落・ ・ ・ ・ ・ ・ 句点で 改行する 。 行頭はそ ろ え る 。

②② 正正しし いい日日本本語語をを 知知っっ てて おおくく

ア 形が似て いる 字・ ・ ・ ・ 苗－笛 悩－脳 ク －ワ

ソ －ン シ －ツ う －ら －ろ

イ 同音異義語・ ・ ・ ・ ・ ・ 解放－開放 後援－講演 習得－拾得

ウ 聞き 違い・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 美容院－病院 対処－対象

技術上－事実上

エ く せ字・ つづけ字・ ・ ・ → 活、 話 → １ 、 ７

→ に 、 し て

オ 仮名使い・ ・ ・ ・ ・ こ う り → こ おり

こ ずつみ → こ づつみ

カ 仮名書き ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 魅力的→ × ミ 力的 ○ ミ リ ョ ク 的

老人→ × ロ ー人 ○ 老人（ そ のま ま ）

※ 最近は、 カ タ カ ナ表記は固有名詞等に使う こ と が多く 、 難し い漢字

を 省略する と き は、 ひら がな 表記を 用いま す。

③③ 文文とと しし てて 完完結結ささ せせるる

耳に 入っ て き た 言葉を 全て 書こ う と する と 、文章が中途半端に な り ま す。

話の大事な と こ ろ を 拾っ て 、 短い文に ま と めて から 書き ま す。 そ し て 、 文

の終わり にはし っ かり 句点（「 。」） を 打ち ま す。

要約筆記は、 相手に 言いた いこ と を 伝え る た めのコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 手

段で すので 、 メ モ のよ う な 単語の羅列で はな く 、 要点を つな いで 「 文」 に

し て 書く こ と が大切で す。
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【 書く と き のポイ ン ト 】

○○ 「「 」」 のの活活用用

テ ーマ やタ イ ト ルを はっ き り さ せる こ と がで き ま す。

○○ 箇箇条条書書きき のの活活用用

連絡事項の日付、 場所、 時間、 準備物等を 列挙し て 書く と 分かり やすく

な り ま す。

○○ 記記号号のの活活用用（（ ？？（（ 疑疑問問符符））））

【 話す人が複数いる と き は？】

聴覚障がいのな い人は、 発言者が替わっ た こ と を 声で 判断で き る けど 、 聴覚

障がいのある 人は、 ど う やっ て 分かる ので し ょ う か。 話す人がた く さ んいる と

き は、 今誰が話し て いる か、 はっ き り 分かる よ う に し て 書き ま し ょ う 。

標準的な 書き 方で は、 名前を 書いて「 ／（ ス ラ ッ シ ュ ）」 を 入れる こ と が多い

で す。

＜例＞

中村／ど ち ら から ？

山下／佐賀県。 あな た は？

（（ ３３ ）） 説説明明ののココ ツツ

相手に何かを 伝え る 、 説明する には、 コ ツ があ り ま す。 そ のコ ツ について

考え て みま し ょ う 。

説明を する と き には、 まま ずず概概要要から 、 そそ しし てて 詳詳細細をを 説説明明し ま す。

例え ば、 物の説明を する 場合は、 先に 大ま かな 形な ど を 説明し た 後で 、 具

体的な 部分の説明を し ま す。

ま た 、 そ の際には方向も 大事で す。 上から 下へ、 左から 右へ、 と いう 風に

一定方向に説明を し ま す。 先ほど の練習問題の説明について 見直し て みま し

ょ う 。 説明は「 概要から 」 と 紹介し ま し た が、 こ れを 文字情報支援に置き 換

え る と 「 大事な こ と から 」 ある いは「 相手が知り た いこ と から 」 伝え る こ と

が大切で す。

そ の場で 一番大事で 必要で 、 速く 伝え る べき こ と は何か、 そ の判断も 重要

にな り ま す。 そ し て 、 何よ り 大切な こ と は「 伝え よ う 」、「 伝え た い」 と いう

気持ち で す。
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【 次次のの内内容容をを 伝伝ええ てて みみよよ うう ！！】

「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 全障ス ポ」 のリ ハーサル大会が、２ ０ ２ ４ 年４ 月２ ７ 日

（ 土） から ２ ８ 日（ 日） に かけて 行われま す。

陸上競技の会場は、Ｓ Ａ Ｇ Ａ サン ラ イ ズパーク Ｓ Ａ Ｇ Ａ ス タ ジ ア ムで す。集

合時間は午前８ 時、集合場所は正面ゲート と な っ て いま す。耳マ ーク を 目印に

お集ま り く だ さ い。 な お、 当日はホ ワイ ト ボード を 使いま す。 道具も お持ち く

だ さ い。 動き やすい服装で 、 帽子も 忘れな いよ う に し て く だ さ い。

５５ 要要約約筆筆記記のの方方法法ののいいろろ いいろろ

要約筆記は、 手書き と パソ コ ン の２ 種類の方法によ っ て 行う ほか、 場面や

利用者の状況な ど によ っ て 、 さ ま ざ ま な 対応を し ま す。

利用者の人数に応じ て 「 ノ ート テ イ ク 」 や「 全体投影」 な ど の表示方法を

用いま す。

利用者数 手書き 要約筆記 パソ コ ン 要約筆記

少数

（ 1～2 名）

【 ノ ート テ イ ク 】

利用者のと な り で 、 用紙に

書いて 情報を 伝え ま す。

【 ノ ート テ イ ク 】

利用者の前に ノ ー ト パソ コ ン やタ

ブ レ ッ ト な ど を 設置し 、パソ コ ン で

入力し た 文字を 送り ま す。

多数

【 ホ ワイ ト ボード 】

ホ ワ イ ト ボ ード に 書い て 情

報を 伝え ま す。

【 全体投影】

パソ コ ン で 入力し た 文字を プ ロ ジ

ェ ク タ ー やモ ニ タ ー な ど で 映し 出

し ま す。

ま た 、 伝え た いこ と が分かっ て いる も のは、 予めメ モ やス ケ ッ チ ブ ッ ク な

ど に書いて おく のも 相手に速く 伝え る 上で 効果的で す。

＜例＞

喉は

乾い て い ま せん か。

ど こ か行き た い

と こ ろ はあ り ま す か。
疲れて い ま せんか。

も う 少し で 、

競技が始ま り ま す 。

困っ て い る こ と は

な い で すか。

ア ナ ウ ン ス

放送中で す。
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６６ 筆筆談談

（（ １１ ）） 筆筆談談のの方方法法

紙、 筆談用ボード 、 筆談パッ ド な ど を 用い、 自分が伝え た い内容を 書き ま

す。 タ ブ レ ッ ト 用の筆談ア プ リ な ど も あ り ま す。

（（ ２２ ）） 筆筆談談ののココ ツツ

①紙がな ければ、 手のひら や空間に書く こ と （ 空書） も で き る 。

②専門用語は避け、 簡単な 短文で 、 相手の反応を 見な がら やり と り する 。

③ひら がな よ り 漢字を 使う ほう が、 意味が通じ やすいと き も ある 。

（ 例）「 年齢不問」 と 「 ねんれいはと いま せん」

④具体的で 直接的な 文章にする 。 遠ま わし な 表現で は伝わら な い。

⑤否定分よ り 肯定文のほう がわかり やすい。

（ 例）「 う ま く いかな かっ た 」 →「 失敗」

⑥相手の反応を 見て 、 確認を し な がら 進める こ と が大切。

⑦筆談のみにこ だ わら ず、 そ の場に応じ て 、 ジ ェ ス チ ャ ーや口話な ど も 組み

合わせる 。

⑧て いねいに伝え る 気持ち や敬語に込める 気持ち は、 筆談し た メ モ を 相手に

提示する と き の表情や指差し な ど で 十分に補え る 。

（（ ３３ ）） 筆筆談談実実技技

以下のテ ーマ について 、 声を 出さ ずに 筆談で コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン し て みま

し ょ う 。

①最近はま っ て いる も のについて 話し 合っ て みよ う 。

②自分の近所の風景や施設について 紹介し 合っ て みよ う 。

③最近困っ た こ と を 相談し て みよ う 。

④最近見た 映画やド ラ マ 、 お気に入り の本について 紹介し 合っ て みよ う 。

⑤学校から 最寄り の駅やバス 停な ど の公共交通機関ま で の案内を し て みよ う 。
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